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平素より、市民の皆様には地域福祉推進のためご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。
広報に関するアンケートを実施し、435件のご回答をいただきました。調査結果を取りまとめました
ので、お知らせいたします。

【まとめ】今回の調査結果を踏まえ広報紙に反映し、多くの市民の皆様に社会福祉協議会の活動を
知っていただけるよう身近な紙面づくりに取り組んでいきたいと思います。
またインターネット利用者の増加も視野に入れ、SNSを導入し、即時性と拡散性、さらには双方
向性をカバーし、ホームページへの情報の集約化を図りながら進めていきたいと思います。

お忙しい中ご協力をいただき、ありがとうございました。

【問い合わせ】担当：吉田（祐）TEL：54-5150 【ホームページ】https://www.rikutakashakyo.jp/
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【社協だよりを読んだことがありますか？】

年代別 よく読む
たまに読む
(年6～10回程度)

ほとんど

　読まない
(年1～5回程度)

　全く

　読まない
計

10代 2 32 37 180 251

20代 1 1 0 1 3

30代 10 5 5 1 21

40代 16 13 3 4 36

50代 10 5 1 1 17

60代 16 6 2 0 24

70代以上 79 3 1 0 83

小計 134 65 49 187 435

イベント 医療健康 子育て 高齢者福祉 防災 生活支援 学校教育 特集 その他

270 112 94 87 69 78 156 95 13

チラシ(配布物) 新聞 Facebook Twitter インスタ ホームページ 自治会回覧 掲示物(ポスター) その他

247 134 24 16 39 34 114 77 22

107

46

82

読まない理由(回答数235件）

読む時間が無い

関心のある記事が載ってない

その他（知らなかった、分からない）

【読みたい内容は何ですか？】

【情報はどこから入手していますか？】

【紙面はどの配色が
読みやすいですか？】

全カラー どれでも 表紙のみ 全て
（現状） よい カラー 白黒

261 145 23 6

【SNSをご覧に
なりますか？】

【広報の発行頻度は
どのくらいがよいですか？】

※その他内容：社協の取組、観光、スポーツ等

※その他内容：LINE、人から聞く等

59 106 188 82 228 49 25 126    7

たまに ほとんど よく見る 分からない
見る 見ない

月１回 ２ヶ月 年に 半年に どれでも
（現状） １回 ４回 １回 良い

男性 200 70代以上

女性 235 83

矢作 横田

43 37

性別 年代

地域
竹駒

14

10代

251

気仙

46

20代

3

高田

111

30代

21

米崎

44

40代

90

36

小友

21

50代

17

広田

29

60代

24

市外（大船渡等）

【その他、ご意見ご要望（一部抜粋）】
・困った時、どこに相談したら良いのかを一覧表とかにしてお知らせくださるとありがたいです。
・市外在住でも閲覧できるようにして欲しい。
・たくさんの事をされていますので、その事もアピールされてはいかがでしょう。
・社協の活動(事業)の中にはホームヘルパーやケアマネさん方のお仕事もあるので、レベルの高いサービスを提供している

社協HP,CMにスポットライトを当て広く知らせてほしい。



｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをするとと

もに、子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に応じて

適切なサービスにつなぐなど、お子様の成長を地域で

見守るきっかけづくりを目的とし、地域の身近な相談

役である民生委員・児童委員さんが、赤ちゃんの生ま

れたお宅を訪問しています。

令和４年度「介護予防教室いきいきライフ」は前期・後期に分け開催いたしました。

前期は広田、矢作方面の自然散策と新しく完成した博物館の見学を行いました。天候にも恵まれ、

とても良いバスツアーとなりました。

後期は「スライドカーリング」や「ミニボウリング」のニュースポーツと、「成年後見制度について」

や「認知症について」の講話を聴きました。

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

【問い合わせ】陸前高田市老人クラブ連合会事務局 直通携帯：080-5734-8675 担当：吉田(智)

清水の湧口

令和５年３月で本年度「いきいきライフ」の

全日程を終了いたします。全地区で約480名と

多くの皆様にご参加いただきありがとうござい

ました。次年度も皆さまに喜んでいただける

企画を考えますので、どうぞお楽しみに！！

今泉高台 ニュースポーツの様子

閑董院宥健尊師堂 箱根山展望台

お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員へご相談ください。写真掲載へのご協力ありがとうございました。
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このたび広田小学校からデイサービスしおさいの家に、足踏み

健康器具「ステッパールームバイク」が寄贈されました。

広田小学校の児童の皆さんと地域の皆さんが集めた「椿の

実」の収益金からの寄与として毎年この活動が行なわれていま

す。今年は昨年度の倍以上の収穫があり、豊作の年だったとの

ことでした。

この日は、JRC委員会の皆さんと寄贈式が行われま

した。寄贈品にはあたたかいメッセージカードが添え

られてました。お礼として、しおさいの家の利用者さ

んが心を込めて縫った雑巾をお届けしました。
しおさいの家で
大切に使わせて
いただきます。

ふくしの情報・お知らせ information

ボランティア活動保険は、ボランティア活動

中のさまざまな事故や、損害賠償責任を補償す

る保険です。

【問い合わせ】指定通所介護事業所 「しおさいの家」
電話：47-4316 担当：佐藤

【問い合わせ】電話：54-5150/5151 担当：熊谷（春）

市民の誰もが困っている人に自然に声をかけら
れる、やさしい町になるよう、社協では福祉学
習のお手伝いや用具の貸出等を行っております。
詳しくは下記までお問い合わせ下さい。

【手話学習会】2月1５日（水）に矢作小学校の3・４年生（５人）が、

福祉学習として「手話学習会」を体験しました。言葉でのコミュニケー

ションが不自由な方への手話による会話を学び、全員が自分の名前や、

「お父さん」「お母さん」などの単語も手話で表現できるようになりま

した。さらには聴覚に障害のある方へ緊急時のお手伝いの方法を学習し、

困っている人への援助についての必要性を実感したようでした。

保険料（１名あたり）

基本プラン ３５０円

天災・地震補償プラン ５００円

特定感染症重点プラン ５５０円（新設）

補償期間は翌年３月３１日までです。

新年度の４月１日から活動するためには、３月中に社会

福祉協議会にて手続きを済ませる必要があります。

また、新設された特定感染症重点プランは、特定感染

症に、加入日から補償されるプランとなっております。

詳しい内容は、社会福祉協議会ホームページまたは

「ふくしの保険」ホームページに掲載されているボラン

ティア活動保険のパンフレットをご覧ください。


